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　   　6月27日　鹿児島市中央公園

　　　 7月  4日  中央愛犬病院　

7月11日　鹿児島市中央公園

7月18日　鹿児島市みなと大通り公園　
7月25日　鹿児島市中央公園
8月　１日　中央愛犬病院　

8月  8日　鹿児島市中央公園
　　　　　　
※毎月下記予定で開催いたします。
第2・第4日曜日：中央公園
第3日曜日：みなと大通り公園　
第1日曜日：中央愛犬病院（不定）

　　  　  　　午前10：00～午後3：00
　　　　　　　◎７月より午後4：00までです。
　　　　　　
譲渡会会場では、飼い主のいない猫（野良猫）

の不妊・去勢手術についてのご相談を受付けて

おります。
◎映画「犬と猫と人間と」前売券、会場で販売中！
山形屋プレイガイドでも販売しております。
前売券販売に皆様のご協力をお願いいたします。

猫命名記　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                
猫がくるとまっさきに「名前」で苦労する。昔は１匹しか許されなかったので「猫」は本名「猫」。変化して、ネネコ・チャーコ・コシャコ、４～５匹飼えるようになると、考えた名前を猫が気にいってくれるかどうかで気をもみました。

ふりむいてくれないと、さあたいへん！本とかめくってあれこれ試してみる。

カードに名前を書いて部屋中に散らし、踏むか、鼻を近ずけたカードで命名したりもしました。保護した場所から名付けたのが三井銀行前の植え込みで保護した「三井くん」

信用金庫支店で保護した「シテン君」　気品あふれるエリザベス・・・この猫は母性愛にあふれていて、さそいこんだ子猫が一郎から十兵衛まで。

テレビシリーズのスタスキーとハッチ。床下にもぐりこんで「ボク～、出ておいで。」で

ボク。連れて行った病院で渡された子猫に「オレ」。

　この頃は、ひろった時に「手術するよ。名前は勝手につけるよ。」と宣言していたなあ。

　なんでも成猫の真似をして「一人前」　リボンが似合うので「グリーン」「ブルー」。

　月の輪熊のようなのは「ムーン」。

帽子を全部自分のものにしたのは「ムッシュ」もう増やせない決心で受け入れたのが「ラスト」　あれっ？じゃあ「最后」。

　入り猫はもうだめ！で「出てって」これではあんまりなので「来たの～」→「キタノクン」→「タノ」。前後して家族入りしたのは「さき」と「あと」。

　逝った猫、行方不明になった猫、もう名前も思いだせない猫（ゴメンネ）。

　今ね、こちらも認知症を恐れる年になったから、呼ぶときは「お～い、皆々様」各々には「ハイ、ご主人様」「ハイ、奥様」。

　ちゃんと名前はあるけど・・・だけど名前で呼ぼうとすると、ミー、マドー、え～っとサキ！となって、冷たい目で見られちゃいます。

　最近一時預りをさせてもらっていて、シリーズ命名。

今の子達はオーケストラシリーズ。この文章（？）かっこよく締めたい。

呆けないのは、きっとたくさんの名前がクロスワードパズルのように私の脳を刺激しているからなので、あなた達「おーい、みんな」に感謝！そしておやすみなさい。

私のボディ、特に顔に着地しないでね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｙ・Ｏ


※Ｙ・Ｏさんは、ボランティアで子猫の一時預りをしてくださっています。
猫暦６０年というベテランで、安心してお願いできる心強い影の功労者です。 　　
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みなさまのご支援をお待ちしております。会費・寄付金の振込先

鹿児島銀行本店　普通預金　口座番号：2362041 特定非営利活動法人犬猫と共生できるめざす会鹿児島 
ゆうちょ銀行　店番：788　店名：七八八（ナナハチハチ）普通預金　口座番号：0024674 
特定非営利活動法人犬猫と共生できる社会をめざす会鹿児島 
郵便振替記号：17890　番号：246741 特定非営利活動法人犬猫と共生できる社会をめざす会鹿児島 
◎当会の活動費用はみなさまの寄付によって支えられております。一人でも多くの方にご理解、ご支援いただきますよう心からお願いいたします。
　　

「霧島市立霧島小学校訪問」
　梅雨入りしたばかりの６月１２日（土）

霧島神宮近くの霧島小学校を訪問しました。

親子レクレーションで「犬猫を飼う前に」を
テーマに話をさせていただきました。

担任の先生の飼い犬の死をきっかけに、子供達が「年間30万頭以上の犬猫の殺処分」という事実を知り、「私たちに何ができるだろうか？」という疑問から、今回の講演依頼をうけました。子供達から口々に出る質問は「なぜ、殺されないといけないの？」
単純なようですが、私達大人が一番疑問に思わなければいけないことです。

その中で、自分の飼い犬や飼い猫の事を思い出しながら、「犬の十戒」を読んでもらいました。「ちゃんと家族の一員として、世話をしているでしょうか？」

子供達も父兄の方々も真剣に耳を傾けていました。


「犬の十戒」

1. ぼくの寿命は10年から15年くらいです。
何があっても最後まであなたのそばにおいてもらえますか？
ぼくを飼う前に、そのことをよく考えてください。

2. あなたがぼくになにを望んでいるのか、ぼくがちゃんとわかるようになるまで少し時間をください。

3. ぼくを信じてください・・・それがなによりうれしいのです。

4. ぼくのことをずっとしかり続けたり、とじこめたりしないでください。あなたには仕事があるし、遊ぶ時間もあるし、友だちもいるけれど、ぼくには・・・あなたしかいないのです。

5. 時にはぼくに話しかけてください。あなたの話す言葉はわからなくても、あなたの声でぼくに何を言ってくれているのかわかるのです。

6. あなたがぼくにしてくれたことを、ぼくは決して忘れません。

7. ぼくをたたく前に思い出してください。
ぼくはあなたの手の骨など簡単にかみくだく事ができるけど、ただかまないようにしているということを。

8. 言うことをきかない、手におえない・・・そう言ってぼくをしかる前にもう一度考えてみてください。
ちゃんと食事をさせていたでしょうか？
ちゃんと散歩をさせていたでしょうか？
太陽がてりつける中に、長い間ほおっておいたままではなかったでしょうか？もしかしたら病気ではないでしょうか？

9. ぼくが年をとったら、どうかよく世話をしてください。
あなたもぼくと同じように年をとるのです。

10. ぼくが天国にいくときは、どうかそばにいてください。
「つらくて見ていられない。」とか「わたしのいない間に・・・」とか、そんなこと言わないでください。あなたがそばにいてくれるだけで、そっとなでてくれるだけで、ぼくは安心できるのです。そして、どうか忘れないでください。ぼくがいつまでも　あなたを愛していることを。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（作者不明）
本当に飼えるのかどうか家族でよく話し合い、「飼わない」という選択もある事を伝えました。
「小さな命を助ける勇気」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                ル・オーナ ペットクリニック  濱崎 菜央

 先日、小学生の女の子３人組が、今にも泣き出しそうな顔をして病院に来ました。一人の女の子は、何重にも重ねた白いマフラーの上に、生後１カ月ちょっとと思われる小さな子猫をのせて、大事そうに抱えていました。さらに、お小遣いで買っただろう猫缶を持っていました。
「たぶん、車にひかれたんだと思うの。助かりますか？」
と、心配そうに質問してきました。マフラーの上にのせられた子猫は、重体で、意識もなければ、呼吸も苦しそうでした。
「ものすごく具合が悪いけれど、このままでは苦しんで死んでしまうから、病院で預かって、治療してあげてもいい？もしかしたら、助けられないかもしれないけど、頑張ってみよう。」と伝えると、
「でも、入院したら、お金がかかるでしょう？」と、さらに不安そうな顔をして、質問してきました。小学生なのに、治療費のことまで心配して、しっかりした子たちだなぁとびっくりしました。「お金のことは心配しないでいいから・・・」と言って、子猫を預かることになりました。
 まだ人の手のひらサイズほどの子猫は、頭に大きな衝撃を受けてしまったようで、発作が繰り返しありました。治療により、落ち着いたものの、治療の甲斐なく、子猫の命は消えてしまいました。 翌日、昨日の小学生たちが、子猫の様子を見に来ました。亡くなってしまったことを伝えると、悲しそうにしていましたが、「朝まで生きていたんだよね？」と、それだけでもよかったと言わんばかりに、にっこりと質問してきました。
 小学生たちは、子猫の入った箱を大事そうに抱え、お辞儀をしながら、「ありがとうございました！」と言って帰っていきました。自分たちがよく遊んでいるところに猫ちゃんを埋葬する場所があるらしく、そのまま、そこに向かったようでした。
 小学生に亡くなった猫ちゃんを埋めさせるとは、酷かな？とも思ったのですが、自分たちが拾った猫を治療し、亡くなってしまった命を葬るということこそ、命を大事にする勉強になるのではと思いました。
 夕方、小学生３人組の一人のお母さんという方から、「子供たちが大変お世話になった」とお礼のお電話がありました。 子供たちも、親御さんたちも、なんて優しい人なんだ！とびっくりさせられました。
 最近では、地域のお付き合いが減ったり、子供たちが外で元気よく遊びまわることが減ったり、暴力事件や自殺など、悲しい事件も多発しています。周りの人に関心をもたなくなったり、困っている人を見ても見ぬふりをしたりなど・・・
 そんな中、弱った小さな命を助けてあげようという優しい心の持ち主に出会ったこと、そして、その優しい心を持つように育てた親御さんに出会ったことをうれしく思います。
 地域猫活動が本格的に始まった今、このような心の持ち主がたくさん必要とされています。
 動物は、人の言葉は話せませんが、人にたくさんの癒しを与えてくれます。その分、私たち人間は、動物たちに、よりよい環境を提供すべきだと思います。
 「誰かがやるだろう」より、「自分も何か」という気持ちを、これからも大事にしていきたいと思いますし、これからも、そういう気持ちをたくさんの方が持てるように、動物医療関係者として、関わっていきたいなと思います。
ル・オーナ ペットクリニック（玉里団地３丁目１９－６）　
午前診療　９：００～１２：００
午後診療１６：３０～２０：００（１９：３０まで受付）
休診日は、水曜と日・祝の午後です。　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



犬猫譲渡会・決定数


４月１８日


成猫１匹


４月２５日


成猫５匹：子猫１匹


５月９日


成猫２匹：子猫４匹


５月１６日


成猫２匹：子猫３匹


５月２３日


成猫３匹：子猫３匹


５月２４日～６月１２日


成猫２匹：子猫４匹：子犬２匹


６月１３日


　子猫７匹：子犬１匹





これまでの合計譲渡数：３１７９匹


猫：２４１４匹


犬：　７６５匹





鹿児島中央ロータリークラブ提唱


RCC(ロータリー地域社会共同隊)　


http://www.dog-cat- kagoshima.org/





























〒892-0816


鹿児島市山下町１５－１


かごしま市民福祉プラザ内


メールＢＯＸ１１番


TEL 090－8760－2092
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